
 

 

 

 

シンポジウム 

日時：2026年 1月 24日（土）12：30 – 16：30 
会場：東京都現代美術館 講堂（地下 2階）

 
 

我が国においてアーティスト・イン・レジデンス事業（以下、AIR）がはじまってから 30 年程度経った今、
これからの AIRについて検討するシンポジウムを行います。 

 

30 年前は、大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレや横浜トリエンナーレは開催されておらず、また
森美術館も開館していませんでした。その時代の AIRは、欧米の現代アートを受容しつつ地域社会の特色を生
かした独自の展開を模索していたように考えられます。それでは、現代アートがある程度社会に浸透した今、
これからの AIRはどうあるべきでしょうか。 
 

本シンポジウムでは、国内を拠点としている実績のある AIR 団体および国内外の AIR へ参加したことのあ
るアーティストを迎え、プログラムの策定方針や AIRをとおした社会的課題への向き合い方、さらに、AIRを
含めた現代アートの領域のエコシステム（生態系）づくりについて検討し、これからの時代に適した AIRのあ
り方をさぐります。そして、全国各地で展開している AIRとも課題を共有しつつ、文化機関や制度への提案・
提言をまとめることができればと考えています。 
芸術関係の文化機関に携わっている方はもとより、アーティストやキュレーターとして活動している方には
ぜひご来場いただければと願っています。 
 
 

アーカスプロジェクト実行委員会 
 
 
 
 
 



開催日：2026年 1月 24日（土） 12:30 – 16:30 
開催場所：東京都現代美術館 講堂（地下 2階） 〒135-0022 東京都江東区三好４丁目１−１ 
 

登壇者：近藤由紀（トーキョーアーツアンドスペース プログラム・ディレクター） 

   塩見有子（NPO法人アーツイニシアティヴトウキョウ［AIT/エイト］ 代表理事） 

   服部浩之（国際芸術センター青森 館長） 
地主麻衣子（アーティスト）  
長谷川繁 （アーティスト） 

   モデレーター：小澤慶介（アーカスプロジェクト エグゼクティブディレクター） 
参加費：無料 
参加方法：予約不要。直接会場へお越しください。 
定員：150名 
主催：アーカスプロジェクト実行委員会 
助成：公益財団法人 小笠原敏晶記念財団 

 

地主麻衣子（アーティスト）  
1984年神奈川県生まれ。アーティスト。多摩美術大学大学院絵画専攻修了。2017年にポーラ美術振興財団在外研修員として
ニューヨークにて研修後、2019 年にはヤン・ファン・エイク・アカデミーのレジデンスプログラムに参加した。映像、イン
スタレーション、パフォーマンス、テキストなどを総合的に組み合わせて作品を制作する。主な個展に「欲望の音」（HAGIWARA 
PROJECTS、2018 年）や「MAM プロジェクト 031：地主麻衣子」（森美術館、2023 年)など、主なグループ展に「遠距離現
在」（国立新美術館、熊本市現代美術館、広島市現代美術館、2023-4年）、「Asian Art Biennial」(国立台湾美術館、2024-5年）
などがある。 

 

長谷川繁 （アーティスト） 
1963年滋賀県生まれ。1986年に愛知県立芸術大学美術学部絵画科油画専攻を卒業後、ドイツ、オランダに留学し、デュッ
セルドルフ芸術アカデミー、アムステルダムのデ・アトリエーズで絵画を学んだ。帰国後 T&S Galleryの運営に携わり展覧
会も行った。魚の切り身や壺、カーテンなどのモチーフを組み合わせた絵画作品は、Satoko Oe Contemporaryほか、豊田市
美術館や東京都現代美術館などの展覧会でも発表された。2025年には、オランダのズンデルトにある、フィンセント・ファ 
ン・ゴッホ・ハウスのアーティスト・イン・レジデンスに参加し、2026年にはその成果展を控えている。 

 

 
12:30 開会 
12:45 AIR4団体によるプログラム概要と課題の共有 

・トーキョーアーツアンドスペース 
・NPO法人アーツイニシアティヴトウキョウ［AIT/エイト］ 
・国際芸術センター青森 
・アーカスプロジェクト 

14:00 休憩 
14:15 地主麻衣子と長谷川繁による、国内外の AIR経験と AIRへの要望の共有 
15:00  共同討議 モデレーター：小澤慶介（アーカスプロジェクト） 
    今後必要とされる AIRやそのプログラムについて議論 
16:30 閉会 

お問い合わせ先 
アーカススタジオ (⽕-⼟ 10:00 -18:00) 
〒302 - 0101 茨城県守⾕市板⼾井 2418 もりや学びの⾥内  担当｜藤本、恩⽥ 
TEL｜0297-46-2600 E-mail｜arcus@arcus-project.com Web｜www.arcus-project.com 

 


